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鉄道事業者名：天竜浜名湖鉄道株式会社 

事 故 種 類：踏切障害事故 

発 生 日 時：令和元年１２月２日 ９時２４分ごろ 

発 生 場 所：静岡県浜松市 

天竜浜名湖線 西鹿島
にしかじま

駅構内（単線） 

藤ノ木坂
と う の き さ か

踏切道（第３種踏切道：遮断機なし、警報機あり） 

 

 

＜概要＞ 

天竜浜名湖鉄道株式会社天竜浜名湖線の新所原
しんじょはら

駅発天竜
てんりゅう

二俣
ふたまた

駅行きの上り普通第

３２０列車の運転士は、令和元年１２月２日（月）、西鹿島駅構内を速度約５５km/hで

走行中、藤ノ木坂踏切道（第３種踏切道）に進入してきた通行者を認めたため、直ち

に非常ブレーキを使用するとともに気笛を吹鳴したが、列車は通行者と衝突した。 

この事故により、同通行者が死亡した。 

 

＜事故現場周辺図＞               

 

 

 

＜通行者進入側から見た列車見通し状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜通行者進入側から見た藤ノ木坂踏切の状況＞      

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道事故調査報告書〔概要版〕 

 

 

～第３種踏切において発生した、列車と公衆との衝突による死亡事故～ 

※この図は、国土地理院の地理院地図（電子国土 Web）を使用して作成 



 

- 2 - 

 

Japan Transport Safety Board 

 

＜藤ノ木坂踏切の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜原因＞ 

本事故は、踏切警報機は設けられているが踏切遮断機は設けられていない第３種踏

切道である藤ノ木坂踏切道に、列車の接近により踏切警報機が動作している状況にお

いて、通行者が同踏切道内に進入し、列車と衝突したことにより発生したものと推定

される。 

列車の接近により踏切警報機が動作している状況において同通行者が同踏切道に

進入した理由については、同踏切を渡った先にある他鉄道事業者の第１種踏切道の踏

切保安設備が、先に動作し始めたために誤認した可能性が考えられる。さらに外部要

因（天候）、同踏切の構造要因、同通行者の身体的要因が関与したことにより、本件踏

切警報機の動作に気付かなかった可能性が考えられるが、同通行者が死亡しているた

め明らかにすることはできなかった。 

 

＜再発防止のために望まれる事項＞ 

本件踏切は踏切警報機を備えた第３種踏切道であるが、他社の第１種踏切道と近接

しており、この他社踏切保安設備と本件踏切警報機の動作が重なった場合に、第１種

である他社踏切保安設備に注意が向きやすい可能性が考えられる。このため、同社は

本件踏切についても、近接する他社踏切道と同様に踏切遮断機を設置することが望ま

しい。 

また、同社及び道路管理者（浜松市）は踏切遮断機の設置までの対策として、赤色

せん光灯の視認性向上のため全方向型への変更、踏切の前に注意看板を設置して踏切

に接近する前の通行者に注意喚起すること、及び踏切利用者に対しての啓発活動が望

まれる。 

 

詳細は、運輸安全委員会ホームページ（http://www.mlit.go.jp/jtsb）より、 

鉄道事故調査報告書をご覧ください。 


